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歴史探究者としてのバウンド

一一「マラテスタ持主主」一一

エズラ ・パウンドは、 『符f!J (The Cantos )が

歴史を含んだ叙事雲寺であるとまEべ、常に歴史を念』聞に
詣いて『鍔f，'tJを主主恋していた.そして裂の歴史f.tO
は、エリオットの言う有名な共時的歴史gi1、つまり、

tbc historical sensc involvcs a perception， 

not only of tbe同 stne問。ftbc阿st.but of 

its presenee; tbc bistorical sense co・pcl$. 
副nto write加宮町rely.i凶 his01'0 ge田ra-

ti加 inbis hones. but .itb a feeling tb.t凶e

曲。I.ofthe literature of euro同 frOD Bo岡町

and vi thin i t thc ・holcof t1.c li terature of 
JlIs oountry has a si園ult8ncousexistencc and 

00.同scsa sillultancous ordcr. UI 

とIlIf等しかったと言えよう.後はヱリオフトよりは

や<rすべての時代は同時代だ』と淫べ、刷『符%tJ

においては、爽tiる時代の共量Eの~紫ないし対照的認

策をi1I!留して、その説を実践している.パウンドがエ

日オットとやや9ilなるのは、 M史そのものから符のモ
チーフとして具体的事笑や人物を鎖繁に取り入れてい

ることである.9lJえば、初期の符祭『ベルソナ』の頃
から、自らのマスクとして歴史上の人物、採にトルパ

1'')ール詩人などを用いてきた.r符:!ltJではそうし
たほ史の具体的活用が一応広範になり徴庭して〈るの

である.

r rii1.t J自磁の第II司を見ると、金額の主ベルソナ
とな畠オテ'.，.ツセ ウスが祭場する.彼'i~界に下ラて
死者たちの震を呼び出すが、これは『詩意J，全体が曾

bll過去の死者たちを滋らせる目的で密かれることを

jflj 伴冬跨

はテキストが問代をeて符生するという、fI寺ttJの
もうーつのテーマ壱先取りするものである.さ告に、

~うまでもなく、依田に向けて航海するオデユヲセウ

ス館、Jll範とする知o:tを求めて歴史の海にi.t'Iうパウン

ドのベル・ノナとなる.そしてバウンド自身1;1、ベルソ

ナの背後に身を泊めるのだ。こう した『間銀』念体を

ru約する巧品位手絵でオテムッセウスをn淘させてか
ら、神話上の存在b含めて、機々低時代、儲々な出世騒
の人窃が主主場することになる.主なところを移げると、

トルパ1"')ール符人たち、マラテス夕、ジ3.77ーソ

ン、アダム耳、乳乎などだ.これらはいずれもパウン

ドにとってm裂な人物ばかりであり、1L'II;t彼らを『符
愈Jの中で人々に知らしめる必要を娘じたのである.

ではパウンド1;1、こうした歴史符怠をどのようにし

て窃いたのか.それについて、 f符j，lJで初めて畏

ペーツにわたり一人の歴史人物を畿ヲたfマラテスタ

符:!ltJを中心にIQじていこうと言うのが、本治の目的

である.

『マラテスタ符ltJに入る前に、パウンドのf't史の

短い方について、い〈っか押さえておきたい点がある.

まず、オデaッセウスの航海との怨従で用いもれて

いる・periplum・〈泊1世航海}という雪泌がある.

pcriplu~. oot as land )∞ks On a mnp 

but as sea bord sccn b)' IIIcn sailine 

(59/324) 

it徴的に物Z冨る.同時に、 . Lic Ouiet Divus. • ヒュー ・ケナーはこの曾泌について、こう税制する.

云々という、パウンド自身のbのらしきpをこ行何人

することで、このfオヂュッセイアJの引用が原拠の fhC oedolu刷。 tJICvoyage of diScOvCry omong 

ラテン初訳かもの災総訳であることを示唆する.これ facts. whose t∞1 is thc ideogram. is evcry-
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where contrasted with the conventions and 

artificialities of the bird's-eye vie¥v 

afforded by the map. Forms grow out of data. 

They are not to be i田posedupon data. '" 

「治岸航海」という比喰は、つまり、事実を烏磁的な

視点から眺めるのではなく、一つ一つの事実を近距離

から綿密に調べあげ、その結果導かれた関係のもとに

それらを並べてみせるという手法をさす。この手法は、

バウンドがフェノロサから学びとった・ ideogrammic

method' (表意文字的方法)や、科学的方法(生物

学者が顕微鏡のスライドを一枚一枚観察するような)

の別名といってよい。川

パウンドが歴史を録う場合にとるのは、まさしくこ

うじた方法だ。彼は様々な歴史的データに直接あたり、

断片的な事実を集積する。それらを並べ、照らし合わ

せつつ、過去の対象にできるだけ接近する。そして、

過去の人物を、詩の中で生き生きと蘇らせるのである。

彼は数多くの資料にあたろうとする。例えば、「マラ

テスタ詩章Jを替〈際には、 19世紀に密かれたフラン

ス人歴史家によるマラテスタの伝記から、彼に閲する

一次的資料、情報をmめ、それを求めてイタリアまで足
を運び、資料館で必要な材料を収集している。パウン

ドは、そのプロセスの跡をテキスト中に窃き込んでい

る。
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このように、歴史の探究者としてパウンドは、様々

な事実を「沿岸航海」しつつ、 f誇章J;を省いていく。

これを別の言葉で表すとすれば、更に遡ることになる

が、彼が1912年に自らのエッセーの中で提唱した、

'luminous detail'の手法ということになろう。

Obviously we must know accurately a great 

number of皿inutefacts about any subject if 

we are really to kno曹 it• . • 
when in Burckhardt we co皿eupon a passage: 

'in this year the Venetians refused to make 

war upon the iilanese because they held that 

any war between buyer and seller must prove 

profitable to neither.' we come upon a 

portent. the old order changes. one conception 

of war and of the State begins to decline. . . 

In the history of the development of 

civilisation or of literature. we co皿eupon 

such interpreting detail. A few dozen facts of 

this nature give us intelligence of a period . 

The artist seeks out the luminous detail and 

presents it. He does not co皿田ent.削

つまり、パウンドが歴史の中に求めるのは、詳細なる

事実であり、我々にある時代の知識を与えてくれるよ

うな細部なのである。彼はそうした数々の細部一「光

り輝く細部Jを、『詩章』において、 co四 entを加

えずに呈示(present)する。上の引用で彼が挙げて

いるプルクハルトからの例は、ルネサンス期イタリア

の霊化を物語る細部であるが、『誇章』の中から同じ

時代を扱ったパウンド自身の、より詩的、イマジスト

的な細部を挙げておこう。

John Borgia is bathed at last. (Clock-tick 

pierces the vision) 

Tiber. dark with the cloak. wet cat gleaming 

in patches. 

[5/18] 

Tiber catching the nap. the moonlit velvet. 

A官etcat glea田ingin patches. 

[5120] 

この二つの引用は、退廃的な後期ルネッサンス時代の

兄弟殺しを担った第5踊からのものだ。これらは、ジ

ョン・ボルジアの体がティベレ川に提げこまれた後に、

彼の外套が川面に浮かんでくるイメージを呈示してい

る。パウンドは、水に漏れた外套の表面を、例えば

• nap' (柔らかい布の表面)、 ・田oonlitvelvet' 

など、提聡的に細部を拡げて呈示する。さらに隠pju

的に、水に漏れ月明かりを受けて斑らに光る猫の不吉

なイメージを並置する。外套が猫に変容し、一方、郷

〈物体と暗い川がくっきりと対比される。この浮かび

上がる外套の、文字通り「光り輝く細部」は、かの有

名な「地下鉄の駅で」に似た、悶と光の対照を浮彫り

にしつつ、いかなる説明にもまさり、血醒い殺人の、

そして血醒い時代の不気味さを物語るように思う。

このようにパウンドは、歴史に解釈を与えうる出来

事の様々な細部に着目し、それらを『詩章』の中で巧

みに繋ぎあわせつつ呈示ιていくわけである。そして
彼独自の価依基-準によって、歴史の細部は分類される。

The poe皿shouldestablish an hierarchy of 

values. not si皿ply:past is good. present is 

bad. which 1 certainly do not believe and 

never have believed. 

If the reader wants three categories he can 

find them rather better in: permanent. re-

current and merely haphazard or casual .163 

バウンドは歴史の価値を、永続する要素、繰り返す要

素、一回限りの要素という三種類に分けて考える。例

えば神話的な変身の瞬間、ヴィーナス顕現の瞬間など

の特権的瞬間は、永続する要素に入るのだろう。それ

とは別に歴史上の繰り返しをしばしば取り上げている

のは、 n寺主主』の特色である。また、歴史における年
代順ということは、パウンドの眠中にない。 冒頭で述

べたような歴史意識の持ち主にとって、過去のある時

代は年代を飛び越えて別の時代の隣にあり、一気に現

代の隣に呼び寄せられもする。

We do Not know the past in chronological se-

quence. It皿aybe convenient to lay i t out 

anesthetized on the table with dates pasted on 

here and .there. but what we know we know by 

ripples and spirals eddying out from us and 

fro田ourown time. 111 

パウンドは歴史を、渦を巻いてゆく時閣の波として捉

えるのだ。しかも、過去を現在から切り離すのではな

く、彼自身の位置を意識しつつ、我々の時代という視

座から歴史の波を眺める。すると歴史上の人物は、彼

自身のペルソナとして機能し、彼の属する現代に過去

を引き寄せ、類似や対比の相のもとで過去を扱うこと

になる。こうしてパウンドは、年代順にかかわらず過

去の様々な細部を、彼独特の価値基準に従ってたぐり

ょせ、結ひ・っげ:渦巻く ・vortex' としての歴史詩

篇に疎らせるのである。
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以上で述べたような手法で、パウンドは『詩章』の

歴史パートを議いていった。「マラテスタ詩章」も同

様であり、前述のように、級う時代、人物に関する

データを集め、断片化し、翻訳を施して結びつける。

パウンド自身は言わば編集者としてテキストの背後に

身を潜めて、マラテスタとその時代を呈示することに

専念してはいるのだが、現代に生きるパウンド自身の

姿がこのペルソナに反映されていることも事実なので

ある。ではそのあたりを踏まえつつ、「マラテスタ詩

章Jをより詳しく見ていくことにする。

主人公のシギスムンド・マラテスタは、 15世紀のイ

タリアに生きた事li兵隊長である。通説では、彼は種々

の犯罪を犯した悪党とされており、歴史家たちからは

あまり省みられることのないマイナーな人物であるよ

うだ。だがパウンドは、彼に目をつけた。そして数多

くの資料を調べた結果、マラテスタの汚名は、当時彼

を敵視し迫害した教皇ピウス2世の回想録に記録され

た起訴状から発していること、そしてその起訴状が

数々の偏見に満ちた偽証を含んでいることを知ったの

である。そこでこの述作においてバウンドは、マラテ

スタの悪評を払拭し、むしろ死ぬまで迫害に抗して戦

った悲劇的ヒーローという実像を、取り戻そうと意図

したのである。

「マラテスタ詩章」は、読者を当惑させる以下のよ

うな書きだしで始まる。

These fragments you have shelved (shored). 

“Slut! .“Bitch!" Truth and Calliope 

Slanging each other.sous les lauriers: 

[8/28] 

1行目は『荒地』のエコーなので、この youはエリ

オットに向けて発せられたものと考えられる。 111だが、

3行をまとめて考えたとき、この1行目はバウンド自

身が集めた断片に対する意識を、間接的に表明してい

るようにもとれる。つまりバウンドは、彼自身が集め、

支えた、マラテスタに関する断片的データを、 真実の

女事11と叙事詩の女事11(虚構を含む側)のどちらに捺げ

るかを決めかねていて、それを両女神のののしり合い

という滑稽な詩行に昇撃させたのではないか。我々は、

「マラテスタ詩章」がはっきりどちらの女神のもので

あるか、決めることは出来ない。パウンドは、初期の
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詩「ペリゴール近く」で、 “End fact. Try 

fiction. .と書いた。削だが、 n寺主主』で歴史的資料
を扱うパウンドに関するかぎり、彼がカリオぺの側に

一方的に肩入れしているということはできない。思う

に、「マラテスタ詩章Jにおいて、バウンドは、断片

的事実の組み合わせから虚構を作りだしつつ、それを、

真実であると信じたい彼独自のヤラテスタ像として呈

示しているのではないだろうか。だが、この時点では

少なくとも、虚構性を苧んでいることに、彼自身気づ

わていたのだろう。それが冒頭に喜劇的な口論をおく

だけのゆとりを持たせているのである。彼の作り上げ

たマラテスタ像が全くの真実だと盲信する段階に至っ

たとき、彼はファシズムへの危険な一歩を踏み出して

しまったように思えるのだ。とにかくこの連作は、パ

'ウンドが作りだした叙事詩、そしてバウンドにとって

の真実という、両面を字んだものとして扱う必要があ

るだろう。

では、バウンドが呈示するマラテスタはどのような

人物だったのか。まずマラテスタの本質的性質をあら

わす形容語句として、 . polumetis .が使われてい

るー“ he胃asbeing a bit too polumetis. .川}こ

れは、 f.多才な」とか「知謀にとんだJという窓味

のギリシャ語で、オデュッセウスのための形容語句で

ーあり、パウン下が肩入れするヒーローたちに共通の属

性を表す言葉だ。マラテスタは傭兵隊長として戦いに

たけ(彼は新兵器の発明家としても知られていた)、

また恋する男として、イソッタという女性に熱烈な愛

を捧げた。~いに身を拘束される一方で、芸術に大き

.な関心を持ち、芸術家たちのパトロンになったり、パ

ウンドが芸術的lこ高〈評価する寺院(TeJllpio )を建

てたりした。パウンドは他のところで、マラテスタを

• an entire man' と呼んでいる。川そしてこのよ

うに多才(多彩)な生き方をしたマラテスタの真の像

に近づき、できーるだけ生き生きと再現するために、バ

ウンドは一次的資料にあたって、様々な細部を掘り出

すのだ。例えば、マラテスタが自ら省いた手紙(第8

篇1、マラテスタが受け取り、郵便袋に保管しておい

た手紙穎(第9鰐)、彼の戦友ブローリオが残した覚

ーえ笥きなどである。バウンドはこれらを巧みに翻訳し、

ー断片化して袋ぎ合わせ、種々の言語(英語、アメリカ

口語、イタリア語など)が混じり合った形で呈示する。

こうしてマラテスタの姿は、様々な記録を通して現代

に呼び起こされ、コラージュのように様々な角度から

多角的l乙捉えられた、モザイク状の像となって浮かび

上がるのである。

マラテスタの人物像に加え、当時の時代状況におけ

る彼の立場もパウンドは示している。次の箇所がその

好個の例だ。

With the church against him. 

With the Medici bank for itself. 

官ithwattle Sforza against hi田

Sforza Francesco. wattle-nose， 

Who married him (Sigismundo) his (Francesco's) 

Daughter in September. 

官hostole Pesaro in October (as Broglio says 

“Bestialmenteつ
Who stood wi th the Venetians in November. 

With the Milanese in DeCel目ber，

Sold Milan in Nove田ber.sold Hilan in December 

or something of that sort， 

Co田mandedthe Milanese in the spring. 

the Venetians at 皿idsu回目er，

The Milanese in the autu田n，

加dwas Naples' ally in October， 

He， Sigismundo， te田plu皿 ωdificarit

[8/32] 

このパッセージは、最後の一行を除いて、マラテスタ

に当時いかなる敵対者がいたかということ、そして、

彼の最大のライバルであったフランチェスコ・スフォル

ツァがいかにめまぐるしく同盟関係を変えていったか、

ということを、月名と季節名を誇強的に用いることに

よって示している。言わば、マラテスタが直面しなけ

ればならなかった敵と、彼が生きのびなければならな

かった混乱した時代とが、強調されているのだ。しか

しそうした困難な状況にあるにもかかわらず、「彼は

寺院を建てた Jというラテン語混じりの確固たる一行

が最後に来る。この述作の次に来る第13篇で、パウン

ドは孔子の秩序に関する教訓“ Itis hard to stand 

firm in the 皿idd1e'を引用しているが、1J2)まさに

「真ん中に立つのが困難」な時代に、マラテスタはあ

えて寺院建立に身を鋒げ、「しっかりと立とう」とし

たのである。マラテスタは、時代の反対勢力に抗じ、

時代の渦巻きに巻き込まれつつも、中心を維持して立

とうとする男として呈示されている己それは、パウン

ドが後に翻訳することになる、孔子の『中臨J(The 

Unwobbling Piuot)で言及された「中心を見出して、

ゆるぐことのない J . master man' に似ている。州

さらに、エッセーの中でもマラテスタにふれている

箇所がいくつかある。

Al1 that a single皿ancould. Halatesta managed 

against the current of power. 1"1 

If you consider the Malatesta and Sigismundo 

in particular， a failure. he was at all events 

a failure worth all the successes of his age. 

He had in Ri田ini，Pisanello， Pier dellaFran-

cesca. Rimini still has “the best Be1lini in 

Italy." If the TeJllpio is a ju皿bleand junk 

shop， it nevertheless registers a concept. 

There is no other sing1e man's effort eQua11y 

registered. "51 

このようにパウンドはマラテスタを擁護するのだが、

彼がこの人物の努力を失敗と見なしながらも評価して

いるところが興味深い。彼にとってマラテスタは、た

とえ失敗に終わろうとも・ currentof power .に抗

して一人で~ったという点が、大いに評価できるので

ある。そして我々は、マラテスタに似たバウンドの闘

争を知っている。彼もまた、『詩主主Jという詩的モニ

ュメントを、たとえそれが「がらくたの庖Jと見なさ

れようとも、打ち建てようと努めたのであり、偏見に

満ちてはいるものの、 usurerたちの支配する堕落し

た時代に、一人の芸術家としてしっかりと立ち、闘

おうとしたのだから。

だがこれは少し先走り過ぎたようだ。パウンドがマ

ラテスタを擁護する具体例を、『詩章』の中から上げ

よう。彼は第9篇で再び、スフォルツァがどのように

ぺサロをせしめたかを、さらに詳しく述べている。

“that Hessire A1essandro Sforza 

is become 10rd of Pesaro 

through the wang1e of the I1lus. Sgr. Mr. 

~ Federico d・orbino

Who worked the wangle with Ga1eaz 

through the wiggling of Hesser Francesco. 

Who waggled it so that Ga1eaz shou1d sel1 

Pesaro~o A1ex and Fossembrone to Feddy; 

and he hadn't the right to sell. 

And this he did bestialmente; that is Sforza 

did bestialmente 

as he had pro皿isedhim， Sigismundo. per 

capitoli 

to see that he， Malat巴sta，shou1d have 

Pesaro' 
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[9/34，35] 

ここは、スフォjレツ 7iJ{ bestiallyにふるまったと

主彊するブローリオの言誕を借りて、いかに彼がマラ

テスタとの約束を破り、フェデリコ・ウルビーノと共

謀してマラテスタの弟ガレアッツォからペサロを巻き

上げたのかを示している。傭兵隊長スフォルツァは、

ブルクハルトのような歴史家からは賞賛されているが、

バウンドはここでプローリオの言を通して彼の獣的ふ

るまいに言及し、マラテスタを擁護するのだ。それに

加え、パウンドは後にウルビーノのことを「マラテス ー

タにとってのエイミー・ロウエルだった」と述べ、バ

ウンド自身とマラテスタの誼かれた状況の類似をほの

めかしている。 U同

第9舗では、郵便袋から出てきた手紙の引用の中に、

マラテスタが6才の息子とその家庭教師から受け取っ

た手紙を全文引用し、冷酷であると見なされていた彼

が、家族から意外に慕われていた事実を蘇らせ、彼の

暖かい一面を提供する。第10篇では、宗教裁判におけ

るマラテスタの起訴が、いかに馬鹿げたものであった

かをアイロニカルに暗示する。

So that in the end that pot-scraping 1ittle 

runt Andreas Benzi， da Siena 

Got up to Spout out the bunku皿

That that monstrous swollen， sweiling s. o. b. 

Papa pio Secundo 

バヨrieasSilvius Picco1omini 

da Siena 

Had told hi田 toSpout， in their best 

bear's-greased 1atinity. 

[10/44] 

このように、ピウス2世が検察官ベンツィにさせた

起訴状読み上げを皮肉たっぷりに榔織する。教皇を

‘s.o. b.'呼ばわりするあたりは、主幹部きわまりな

い。また、

The lump lot given over 
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To that kid-slapping fanatic il' cardinale di 

San Pietro in Vincoli 

To find him guilty. of the lump lot 

As he duly did. 国 11ingrumour. and Messire 

Federico d'Urbino 

And other equally unimpeachable曹itnesses. 

[10/45] 

.マラテスタの罪状の証拠がすべて、噂及び偏見に満ち

た証人からのものにすぎないことをほのめかす。さら

にパウンドは、教会の聖水盤の水をインキと入れ替え

た、マラテスタの幼い頃の他愛ない悪戯を、教室{lj1Jが

大真面目で起訴文の中に取り入れていることを示し

([10/44))、ユーモアのセンスの欠如した教室の頑な

さを浮き上がらせている。こうした織かな事実すべて

が、ピウス2世を中心としたキリスト教側の厳格で磁

適性のない様と、「異教の作品に満ちた」寺践を建て

たマラテスタ側を対比させ、間バウンド自身の宗教

的好み(異教好き)を反映させているのである。

こうしてパウンドは、マラテスタを迫害する側の価

値を引き下げ、逆にマラテスタの価値を上げていくの

for.a cornice 

T∞narrow to fit his big beam. 
hunched up and noting what官asdone wrong. 

And an old wo皿ancame in and giggled to see 

him sitting there in the dark 

[11/49.50] 

彼の滅びを暗示するフレーズ“thepoor devils 

dying of cold" ([9/37]. [10/42]， [11150])が繰り

返される。そしてついにマラテスタの運も尽き果てて

しまう。

加dhe with his luck gon~ out of him 

64 lances in his company. and his pay 8.000 

a year. 

64 and no皿ore.and he not to try to get any 

more 

[11/51] 

マラテスタはこうして、結局 Te皿pioを完成させる

ことができずに誠んでゆく。だが前述したように、マ

だが、同時に、迫害にあううちに彼がやがて滅んでい ラテスタの人生がたとえ失敗に、敗北に終わろうとも、

〈プロセスを描いていく。「マラテスタ誇章jには、

彼が戦勝を収める場面よりもむしろ、彼が敵に追われ

てやっと逃げのびるという場面の記述のほうが多い。

例えば、

Down here in the皿arshthey trapped him 

1n one year. 

And he sto凶 inthe water up to his neck 

to keep the hounds off him. 

And he floundered about in the marsh . 

And he fought in Fano. in a street fight， 

and that was nearly the end of him ; 

[9/34] 

このように彼は、窮地に追い込まれながら、辛うじて

逃げおおせるという苦戦を何度となく繰り返す。もう

これまでという危機も幾度かくぐりぬけてきた。だが

迫害は次第にきつくなり、彼の運も傾いていく。途方

にくれて「しっかりと立つ」のも難しくなっていく。

And one day he百assitting in the chiexa， 

On a bit of cornice， a bit of stone grooved 

時代に抗して闘った一つの成果として、パウンドは評

価したいのである。そうした思いが、最後の含蓄ある

象徴的一行に結実する。

1n the gloom， the gold gathers the light 

against i t. 

[11/51] 

この行は、直前に述べられた、戦いを終えて引き上げ

てきたマラテスタをリミニの人々が松明と歓声で出迎

える場面を、象徴的に表した「光り輝く細部」である。

だがそれに加えて、言わば暗闇(gl∞皿)としての混乱

の時代に抗して(against)戦い、聞に呑み込まれそう

になりながらも逃げのび持ちこたえて、光を保って

いる goldとしてのマラテスタというイメージを読み

込むことができるだろう。この聞に対する賞金のイ

メージは、他の箇所でも途う文脈で繰り返されていて、

例えばm17舗では暁の悶に浮かぶヴェニスの宮殿のイ
メージ ([17178])、第21筋ではプラシディアの霊廟の

青黒い丸屋根の金のモザイクのイメージ ([21/98])と

して呈示されている。表現は述うが、第1篇で既に、

冥界の悶と、輝ける賞金の装束がモザイク状に浮かび

上がるゥ・ィーナス誕生のイメージとを対置していたこ

とが思い出される。言わばこのフレーズに集約された

閣と光の対比は、『詩主主』全体の、さらにはバウンド

にとっての原型的イメージといっても差し支えないだ

ろう。そして、この「光り郎く細部」に美学的効果を

超えた意味を見出すとすればやはり、文明の閣とそれ

に対して光を置く個人の対比ということになろう。マ

ラテスタがそうであり、『詩章』を擁して閣としての

現代社会に光を誼こうとしたパウンド自身が、そうで

あった。これは芸術的意図であるとともに、マラテス

タ誇章から始まる歴史詩章には、無知の閣に光を添え

ようという頑なな啓蒙的意図が窺えるのも事実である。

パウンドはマラテスタを、彼が信じる湿りの姿で聞か

ら滋らせ、人に知らしめようとした。彼は、マラテス

タの時代に対する抗争を賛美し、悪党として聞に君事り

去られる運命から彼を救いだして光を当てたのである。

それはパウンド.がマラテスタの性質、境過に、自分自

身との共通性、親近性を感じとったからと言えるだろ

う。だが皮肉にも、実人生において、バウンドはマラ

テスタと閉じような悲劇的敗北への道を辿ることにな

るのである。
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